
 
 

一

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、
「
改

め
る
」
を
「
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
条
の
二
」
を
加
え
、
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
の

二
」
に
改
め
る
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
中
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
八
条
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
四
条
中
「
推
進
に
関
す
る
施
策
」
の
下
に
「
、
総
合
特
別
区
域
（
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
特
別
区
域
を
い
う
。
第
三
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
産
業
の
国

際
競
争
力
の
強
化
及
び
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
施
策
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
条
第
三
項
の
改
正
規
定
中
「
同
条
第
三
項
中
」
の
下
に
「
「
次
条
第
一
項
」
を

「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
、
」
を
加
え
、
同
項
の
表
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



 

 
 

二

（
総
合
特
別
区
域
法
の
特
定
国
際
戦
略
事
業
及
び
特
定
地
域
活
性
化
事
業
） 

第
十
条
の
二 

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け
る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
又
は
国
際
的
な

経
済
活
動
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
区
域
計
画
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

一 

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
総
合
特
別
区
域
法
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
特
定
国
際
戦
略
事
業
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
一
号
特
定
国
際

戦
略
事
業
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
地
域
活
性
化
事
業
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
一
号
特
定
地
域
活
性
化
事
業
」
と
い
う
。
）
の
内
容
及
び
実
施
主
体
に
関
す
る
事
項 

二 

第
一
号
特
定
国
際
戦
略
事
業
ご
と
の
総
合
特
別
区
域
法
第
三
章
第
四
節
第
一
款
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
特
例
措
置
又

は
第
一
号
特
定
地
域
活
性
化
事
業
ご
と
の
同
法
第
四
章
第
四
節
第
一
款
の
規
定
に
よ
る
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容 

三 

第
一
号
特
定
国
際
戦
略
事
業
又
は
第
一
号
特
定
地
域
活
性
化
事
業
を
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と
す
る

区
域
（
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
国
際
戦
略
事
業
・
特
定
地
域
活
性
化
事
業
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
の
範
囲 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
特
定
国
際
戦
略
事
業
又
は
第
一
号
特
定
地
域
活
性
化
事
業
に
関
す
る
事
項 



 
 

三

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
九
項
前
段
中
「
定
め
ら
れ
た
特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
定
め

ら
れ
た
特
定
事
業
及
び
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
特
定
国
際
戦
略
事
業
又
は
第
一
号
特
定
地
域
活

性
化
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特

定
事
業
等
」
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
で
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
定
め
た
部
分
に
限
る
も
の
と
し
、
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、

第
八
条
第
七
項
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
を
総
合
特
別
区
域
法
第
十
二
条
第
十
項
の
認
定
（
同

法
第
十
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
十
項
の
認
定
（
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の

変
更
の
認
定
を
含
む
。
）
と
、
第
八
条
第
七
項
の
認
定
を
受
け
た
区
域
計
画
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
を
同
法
第
十
二
条
第
十
項
の
認
定
を
受
け
た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
（
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
十
項
の
認
定
を
受

け
た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
（
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の



 

 
 

四

も
の
）
と
、
特
定
国
際
戦
略
事
業
・
特
定
地
域
活
性
化
事
業
実
施
区
域
を
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
総

合
特
別
区
域
又
は
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
と
、
第
二
条
第
一
項
の
政
令
の
改

廃
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
で
な
く
な
っ
た
場
合
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
八
条
第
七
項
の
認
定
が
取
り
消

さ
れ
た
場
合
を
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
又
は
同
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
と
み
な
し
て
、
同
法
第
三
章
第
四
節
第
一
款
又
は
第
四
章
第
四
節
第
一
款
の
規
定
を

適
用
す
る
。 

４ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計
画
に
つ
い
て
の
こ
の
法
律
及
び
総

合
特
別
区
域
法
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
、
第
二
十
条
の
三
及
び
第
二
十
四
条
の
三
第
三

項
第
一
号
」
を
「
及
び
第
二
十
条
の
三
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
四
章
中
第
十
三
条
の
前
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
三
条
を
」
を
「
二

条
を
」
に
改
め
、
第
十
二
条
の
三
を
削
り
、
第
十
二
条
の
四
第
一
項
中
「
別
表
の
一
の
三
の
項
」
を
「
別
表
の
一
の
二
の
項
」

に
改
め
、
同
条
第
八
項
の
表
第
十
八
条
の
十
第
二
項
の
項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
七
項
」
に
改



 
 

五

め
、
同
表
第
十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
四
項
各
号
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
四
項
各
号
」
に

改
め
、
同
表
第
十
八
条
の
二
十
四
の
項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二

項
中
「
第
十
二
条
の
四
第
十
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
の
表
中
「
第
十
二
条
の
四
第

八
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
の
三
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
別
表
の
一
の
四
の
項
」
を
「
別
表
の
一
の
三
の

項
」
に
改
め
る
。 

第
一
条
中
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
四
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

第
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
十
五
条 

削
除 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
六
条
の
次
に
一
条
、
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
第
十
六

条
の
次
に
次
の
一
条
、
見
出
し
及
び
」
を
「
第
十
六
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
建
築
基
準
法
の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一

項
中
「
建
築
基
準
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
都
市
計
画
法
」
の
下

に
「
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
」
に
改
め
、
第
十
六
条
の
三
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条



 

 
 

六

を
削
り
、
第
十
六
条
の
四
に
見
出
し
と
し
て
「
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別

表
の
四
の
四
の
項
」
を
「
別
表
の
四
の
三
の
項
」
に
、
「
お
い
て
入
管
法
」
を
「
お
い
て
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭

和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
六

条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
の
三
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
四
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
三
条
」
を
「
二
条
」
に
改

め
、
第
二
十
四
条
の
三
を
削
り
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
の
下
に
「
（
平
成
十
年
法
律
第

七
号
）
」
を
加
え
、
「
別
表
の
十
二
の
四
の
項
」
を
「
別
表
の
十
二
の
三
の
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
の
三
と
す
る
。 

第
一
条
中
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
三
十
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、

第
四
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
を
削
る
。 

第
一
条
中
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
三
十
七
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
」
の
下
に
「
及
び
総
合
特
別
区
域
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
、
同

法
」
を
「
同
法
」
に
、
「
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
」
を
「
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
、
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
の

推
進
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
総
合
特
別
区
域
法
第
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
提
案
と
み
な
し
て
同
項
の



 
 

七

規
定
を
、
地
域
の
活
性
化
の
推
進
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
提
案

と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
」
の
下
に
「
及
び
総
合
特
別

区
域
」
を
加
え
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
別
表
中
一
の
項
を
一
の
四
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

の
う
ち
「
一
の
四
の
項
」
を
「
一
の
三
の
項
」
に
改
め
、
一
の
二
の
項
を
削
り
、
一
の
三
の
項
中
「
第
十
二
条
の
四
」
を
「
第

十
二
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
一
の
二
の
項
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
別
表
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
別
表
の
四
の
項
」

を
「
別
表
の
三
の
項
中
「
国
家
戦
略
建
築
物
整
備
事
業
」
を
「
削
除
」
に
改
め
、
同
表
の
四
の
項
」
に
改
め
、
四
の
三
の
項
を

削
り
、
四
の
四
の
項
中
「
第
十
六
条
の
四
」
を
「
第
十
六
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
四
の
三
の
項
と
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
別
表
の
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
十
二
の
三
の
項
を

削
り
、
十
二
の
四
の
項
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
十
二
の
三
の
項
と
す
る
。 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
附
則
第
十
四
条
及
び
第
十
九
条
」
を
「
附
則
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
附
則
第
十

五
条
」
を
「
附
則
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。 



 

 
 

八

附
則
第
二
条
を
削
る
。 

附
則
第
三
条
の
う
ち
児
童
福
祉
法
第
十
八
条
の
五
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
五
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
八
項
」

を
「
第
十
二
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
、
附
則
第
三
条
を
附
則
第
二
条
と
し
、
附
則
第
四
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。 

附
則
第
十
四
条
を
削
り
、
附
則
第
十
五
条
を
附
則
第
十
三
条
と
す
る
。 

附
則
第
十
六
条
中
「
三
条
」
を
「
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
四
条
と
す
る
。 

附
則
第
十
七
条
を
削
り
、
附
則
第
十
八
条
を
附
則
第
十
五
条
と
し
、
附
則
第
十
九
条
を
附
則
第
十
六
条
と
す
る
。 


